
 

≪西北小が目指す学びに向かう子どもの姿≫ 

 

 

 

 

≪子どもが自ら学びに向かう授業場面≫ 

〇 意欲や関心のあることと出会ったとき 

〇 課題が明確なとき 

〇 課題や学習活動を選択・決定できるとき 

〇 何をするのかが見通しが明るいとき 

〇 仲間と対話的に考えるとき 

〇 自分と異なる考えに出会ったとき 

〇 自分の課題やつまずきに気づいたとき 

〇 学習の成果を実感したとき 

≪そのために仕組みたい手立て≫ 

 

 

≪NSKT学習プロセス≫ 

 

 

N 
ねばり強く取り

組み自分を律す

る子 

S 
主体的に選択・

決定できる子 

K 
客観的に自分を

把握できる子 
T 

他者とのかかわ

りの中で成長す

る子 

手を伸ばせば届きそう

な課題に向かう学習 

対話的に考える場を中

心とした学習 

自己選択・自己決定

ができる学習 

学びに向かう力の育成 
 

Kこんな場面は 

やる気が出るな！ 

長崎県で一番「子ども

に学習を委ねる授業」

を実践していこう！ 

明確な課題、手を

伸ばせば届きそう

な課題との出会い 

継続的な課題、新

たに登場した課題

との出会い 

課題に対す

る自己判断 
解決に対す

る自己決定 

課題に対す

る自己判断 

解決に対す

る自己決定 

そこから生まれる「不

十分さ」を覚悟して 

挑戦していこう！ 


